
東日本大震災による被災文化財の
救援と修復に御協力を

～新たに福島県の旧警戒区域内でのレスキューを実施します～

　未曾有の被害をもたらし、多くの尊い人命と財産が失わ

れた東日本大震災から、２年半がたとうとしています。

　今なお、厳しい状況におかれている数多くの被災者の方々

に、改めて心からのお見舞いを申し上げます。

　文化庁では、平成23年３月の東日本大震災の発生後直ち

に、「東北地方太平洋沖地震被災文化財等救援事業（文化財

レスキュー事業）」を開始し、平成24年度末までの２年間、

関係者の御協力を得て、美術工芸品等の動産文化財を中心

に、被災文化財等の一時避難・応急措置を行い、おおむね所期の目的を達成したところです。

また、併せて開始した「東日本大震災被災文化財建造物復旧支援事業（文化財ドクター派

遣事業）」では、今年度も被災した建造物の修復手法等に係る技術的支援等を行っています。

　平成23年４月の呼びかけ以来、約３億円もの御寄附をいただき、文化財レスキュー事業

及び文化財ドクター派遣事業、さらには被災した文化財等の保存修復にも大いに成果を上

げることができました。御協力いただいた皆様に、心から御礼申し上げます。

　一方、福島県内においては、福島第一原子力発電所の事故により、旧警戒区域をはじめ

これまで立ち入ることができなかった地域において、現在も多くの文化財が必要な措置が

なされないまま残されており、これを救出することが喫緊の課題となっています。そこで、

このたび、独立行政法人国立文化財機構を中心として、「福島県内被災文化財等救援事業（福

島文化財レスキュー事業）」を実施することとなりました。

　また、昨年度までに岩手県、宮城県などで既に救出された多くの被災文化財も、所有者

にお返しする前に、本格的な修復を待っている状況にあり、これら文化財等の救出と修復は、

今後も続ける必要があります。

　このような状況に鑑み、特に「福島文化財レスキュー事業」を実施することを契機として、

改めて皆様に被災文化財の救援と修復のための御寄附をお願いすることといたしました。

ぜひとも福島県における被災文化財の救出や、東日本大震災で被災した文化財の修復に向

けて、より多くの方々の御理解と御協力を切にお願い申し上げます。

　　平成25年９月

文 化 庁 長 官



　東日本大震災によって被災した文化財の一日でも早い救出と修復に向けて、
募金を行っています。２年間に90か所で救出活動を行いました。今後も続く
救援と修復・保存のため、皆様の御寄附をお願いします。

宮城県大崎市 安国寺
「木造阿弥陀如来坐像」（県指定重要文化財）

宮城県気仙沼市
「男山本店店舗」（国登録有形文化財）

福島県いわき市磐城桜が丘高校
「桜丘会館」

宮城県蔵王町
「東根榊流神楽舞台」
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＜被災文化財の救援、修復・保存に関する寄附金・義援金の受付窓口＞
１ 銀行振込の場合

銀行口座　三井住友銀行　上野支店　普通　６６１５４９６　　口座名義　（公財）文化財保護・芸術研究助成財団
（※銀行振込の場合、振込者の確認が難しいため、領収書、お礼状の発行等の必要上、同財団事務局に事前に連絡をいただけると幸いです。）

２ 郵便振替の場合
振替番号　００１６０－５－１２３１９　　加入者名　（公財）文化財保護・芸術研究助成財団
（※通信欄に「地震」とお書きください。）

■  募金についてのお問合せ  ■
公益財団法人  文化財保護・芸術研究助成財団　　〒110-0007 東京都台東区上野公園12-50　　電話：03-5685-2311


